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た
か 

は
し

ま
な
ぶ

太
宰
府
の
文
化
財
453

本
市
の
北
東
部
に
あ
る
太
宰
府
天
満
宮

か
ら
西
を
望
む
と
四
王
寺
山
の
東
南
斜
面

が
見
え
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
中
世
山
岳
寺
院

「
原
山
」※

1

(
原
山
無
量
寺
、
原
山
無
量
寿

院
、
原
八
坊
と
も
称
す
)
と
い
う
天
台
宗
寺

院
跡
で
あ
る
原
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
原
山
で
は
大
変
珍
し
い
遺
物
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
銭
弘
俶
八
万
四

千
塔
(
以
下
、
銭
弘
俶
塔
)
と
い
う
小
型
の

銅
製
塔
の
一
部
で
、
「
方
立
」
と
呼
ば
れ
る

塔
笠
部
の
四
隅
に
取
り
付
け
ら
れ
る
馬
の

耳
の
よ
う
な
隅
飾
で
す
。
出
土
場
所
は
12

世
紀
か
ら
13
世
紀
に
存
在
し
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
礎
石
建
物
跡
の
南
側
斜
面
地
の

下
方
の
土
地
か
ら
で
し
た
。
こ
の
銅
製
塔

は
10
世
紀
後
半
に
中
国
江
南
の
呉
越
国
第

５
代
国
王
の
銭

弘
俶
に
よ
り
作

ら
れ
た
法
舎
利

塔
(
仏
教
の
経
典

を
収
め
た
仏
塔
)

で
す
。
名
称
の
八

万
四
千
塔
と
は

実
際
の
数
で
は

な
く
、
無
数
の
塔

と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

現
在
わ
か
っ
て

い
る
作
例
で
は
中
国
国
内
だ
け
で
な
く
、

日
本
も
含
め
て
約
50
基
と
言
わ
れ
て
お

り
、
日
本
国
内
に
伝
来
し
た
も
の
は
完
形

品
９
基
と
塔
の
一
部
部
品
２
基
併
せ
て
11

例
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
11
例
の
１

つ
が
今
回
取
り
上
げ
た
原
遺
跡
出
土
の
も

の
で
す
。
方
立
は
高
さ
３
.
７
cm
。
最
大
幅

２
.
８

×

１
.
７
cm
。
表
側
の
２
面
に
は
剣

を
持
ち
甲
冑
を
纏
う
神
将
像
が
、
裏
に
は

仏
龕
の
中
に
如
来
坐
像
が
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
銅
塔
は
天
台
僧
日
延
が
天

徳
元
(
９
５
７
)
年
に
呉
越
国
か
ら
持
ち

帰
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

日
延
は
の
ち
に
大
宰
府
に
大
浦
寺
を
構

え
、
隠
居
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

大
浦
寺
が
あ
っ
た
は
っ
き
り
し
た
場
所
は

不
明
で
す
が
、「
浦
」
の
字
か
ら
浦
ノ
城
と

い
う
地
名
が
残
る
原
山
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
原
山
に
関
す
る
新
し
い
文
献
史

料
で
あ
る
明
庵
栄
西
著
『
改
偏
教
主
決
』
や

『
重
修
教
主
決
』
が
発
見
さ
れ
、
後
に
日
本

で
の
臨
済
宗
の
開
祖
と
称
せ
ら
れ
る
入
宋

僧
栄
西
と
原
山
僧
尊
賀
と
の
密
教
教
主
※
2

に
つ
い
て
の
論
争
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
中
世
の
文
献
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
原

山
に
と
っ
て
は
貴
重
な
史
料
で
す
。
栄
西

の
文
章
か
ら
は
、
原
山
が
名
山
で
あ

る
こ
と
や
僧
侶
が
数
百
人
お
り
、
顕

教
・
密
教
と
も
盛
ん
に
学
ば
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

栄
西
と
論
争
が
で
き
る
ほ
ど
原
山

で
は
高
度
な
宗
教
活
動
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。『
改

偏
教
主
決
』
の
成
立
は
安
元
元
(
１

１
７
５
)
年
前
後
と
さ
れ
て
お
り
、

栄
西
が
創
建
し
た
福
岡
市
今
津
の

誓
願
寺
を
本
拠
地
と
し
て
著
述
し

て
い
た
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の

誓
願
寺
に
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
銭
弘
俶
塔
の
完
形
品

が
伝
世
し
て
い
ま
す
。
原
山
の
銭
弘

俶
塔
は
、
誓
願
寺
の
も
の
と
大
変
良

く
似
て
お
り
、
栄
西
と
尊
賀
、
誓
願

寺
と
原
山
と
、
銭
弘
俶
塔
が
結
ぶ
不

思
議
な
縁
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

銭
弘
俶
塔
は
遠
く
イ
ン
ド
か
ら

ア
ジ
ア
を
経
由
し
て
日
本
に
伝
わ
っ

た
仏
教
を
体
現
し
、
ま
た
仏
教
美
術

工
芸
品
と
し
て
の
希
少
性
か
ら
も

大
き
な
価
値
が
あ
り
ま
す
。
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※1山岳寺院「原山」は、広報だざいふ令和２年４月号 太宰府の文化財419で詳しく紹介しています。

※2密教の教主である大日如来の身格をめぐっての論争（密教教主論）。
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太宰府市公式SNSの
フォローお願いします！
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建設経済常任委員会所管調査……44P

意見交換会 ………………………44P

議会の傍聴について
議会傍聴の際の感染症対策を実施して

います。マスクを必ず着用してください。　
本会議場の傍聴人数は通常は51名です

が、状況により傍聴人数の設定を変更する
ことがあります。詳しくは議会事務局までご
確認ください。

発行：福岡県太宰府市議会　　　編集：議会広報特別委員会　　　令和5年2月１日

↑　漆紙が付着した土器が出土しました
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本会議
市長提案理由説明
予算特別委員会
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本会議
委員長報告・質疑

討論・採決

3月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです

建設経済
常任委員会

春分の日

水城小学校舎の建替えに伴う
　　発掘調査が進められています！

発掘された遺跡の様子


